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人をつなぎ、地域の魅力に
スモールビジネスの種をまく

林　厚志　はやしあつし

映 像 制 作プロデューサー、
農村振興に関わるＮＰＯ団
体などの経験を経て、富山
県から協力隊として移住。

「地域おこしの担い手は住民。きっかけを提供し、サポートして

いくのが協力隊」。「衣食住＋街道」をテーマに、地域の人と人

をつなぎ、小さなビジネスの種を蒔いてきた、林隊員の 3 年間。

衣
郡内織物の

活性化

住
古民家・空き家

の活用

街道
自転車食

耕作放棄地
の活用

この日「岩田邸」ではセルフドリップコーヒーが味わえる「JUN 喫茶」がオープン。
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Hayashi Atsushi

4

大
月
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任

5
・
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
構
内
で
の

　

大
月
市
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
参
加

6
・「
中
小
企
業
活
路
開
拓
調
査
・

　

実
現
化
事
業
」
説
明
会
に

　

参
加

・
市
内
養
蚕
農
家
視
察

・
市
内
の
竹
文
化
を
調
査

7
・
矢
立
の
杉
年
次
大
祭

・
大
月
市
内
飲
食
店
（N

iiyah 

　

Cafe

）
に
、
ツ
タ
キ
織
物
の

　

商
品
と
郡
内
織
物
の
紹
介

　

ス
ペ
ー
ス
を
設
置

8
・「
エ
コ
の
里
」
か
ら
大
月
市
立

　

中
央
病
院
へ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

　

搬
入
作
業
開
始
（
月
一
回
）

・
か
が
り
火
市
民
祭
り
協
力

9
・
養
蚕
農
家  

芦
沢
定
弘
氏（
南

　

巨
摩
郡
）、
松
沢
製
糸
工
場

　
（
長
野
県
諏
訪
郡
）
へ
取
材

10
・
私
の
お
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

　

ス
タ
ッ
フ
参
加
開
始

　
（
〜
２
０
１
７
年
度
）

・
大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
協
力

2015

地
域
の
活
性
化
と
は
経
済
の
活
性

化
と
考
え
、
地
域
の
資
源
を
活

か
し
た
「
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
つ

く
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
き
た
。

「
衣
食
住
」
プ
ラ
ス
「
街
道
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
の
資
源
を
見
つ
め
直
し
、
そ

れ
ら
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
新
た
に

活
か
す
道
を
探
っ
た
。

　

郡
内
織
物
の
活
性
化
（
衣
）、
耕
作
放

棄
地
の
活
用
（
食
）、
自
転
車
観
光
客
の

誘
致
（
街
道
）
な
ど
を
目
指
し
、
企
画
を

提
案
（
写
真
参
照
）。
な
か
で
も
力
を
入

れ
て
き
た
の
が
、「
住
」
に
あ
た
る
、
空

き
家
や
古
民
家
の
活
用
だ
。
空
き
家
を

地
域
の
人
の
交
流
の
場
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
た
。
物
件
を
探
し

て
い
た
と
こ
ろ
「
岩
田
邸
」
と
出
会
い
、

活
用
を
開
始
。

　

ま
ず
は
室
内
で
使
う
机
や
座
布
団
を

つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
市
内
工

務
店
や
ふ
と
ん
店
に
講
師
を
依
頼
し
、

開
催
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
岩
田

邸
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
大
事
に

し
て
、
空
間
づ
く
り
を
進
め
て
来
た
。

　

２
０
１
７
年
３
月
に
は
、
岩
田
邸

の
運
営
や
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
団
体
「
と
り
あ
え
ず
大

  start!

月
総
合
研
究
所
（
ツ

キ
ラ
ボ
）」
を
市
民
有

志
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
設
立
し
「
お
も
し

ろ
そ
う
な
こ
と
を
と

り
あ
え
ず
や
っ
て
み

る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
を
展
開
。
岩
殿

山
で
登
山
客
に
コ
ー

ヒ
ー
を
提
供
す
る「
イ

ワ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
」、
か
が
り
火
市

民
祭
り
で
の
岩
田
邸

開
放
、
通
り
す
が
り

に
人
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
よ
う
、

猿
橋
を
モ
チ
ー
フ
に
設
計
し
た
腰
掛

け
「
モ
ン
キ
ー
チ
ェ
ア
」の
設
置
な
ど
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
形
に
し
て
き

た
。

　

現
在
岩
田
邸
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
し

て
い
ろ
い
ろ
な
利
用
が
生
ま
れ
、
人
が

集
ま
る
場
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
「
ツ
キ
ラ
ボ
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

岩
田
邸
で
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
喫
茶
」
を
開
く
藤

本
純
子
さ
ん
は
「
岩
田
邸
は
自
分
が

や
っ
て
み
た
か
っ
た
こ
と
を
実
現
で
き

る
場
所
。
地
域
で
成
功
体
験
を
積
め
る

ツタキ織物と西桂町地域おこし
協力隊と協働で郡内織物のネク
タイを開発。お酒をモチーフにし
た４種類のデザインが揃う予定。

衣
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こ
と
で
、
こ
の
ま
ち
に
い
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
」
と
感
じ
て
い
る
。

　
「
地
域
で
何
か
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
を
発
掘
し
て
横
に
つ
な
げ
て
い

き
た
か
っ
た
。
岩
田
邸
は
地
域
の
人

が
〈
実
は
や
り
た
か
っ
た
こ
と
〉
を
や

れ
る
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」（
林
隊
員
）。

取
り
組
み
を
通
し
て
、
そ
の
器
づ
く
り

が
出
来
た
の
が
一
番
の
収
穫
だ
。「
田
舎

は
人
が
最
終
的
な
資
源
」。
今
後
も
岩

田
邸
を
よ
り
オ
ー
プ
ン
で
多
く
の
人
が

関
わ
れ
る
場
に
し
、
地
域
お
こ
し
の
き
っ

か
け
に
な
り
う
る
場
に
し
て
い
き
た
い
。

元々
映
像
制
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
経
験
を
持
つ
林
隊
員
。
企
画

し
、
全
体
を
見
渡
し
て
ま
と
め
て
い
く

こ
と
が
仕
事
だ
。「（
自
分
は
）
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
（
専
門
家
）
で
は
な
く
ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト（
何
で
も
屋
）。
担
い
手
で
は
な
く
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
が
仕
事
」。
あ

く
ま
で
も
地
域
お
こ
し
の
担
い
手
は
住

民
。
そ
れ
を
後
ろ
か
ら
支
援
す
る
の
が

協
力
隊
の
役
割
だ
と
考
え
、
活
動
し
て

き
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
仕
事
は
元
々

行
政
職
員
の
本
分
で
あ
り
、
立
ち
位
置

が
重
な
る
こ
と
で
職
員
の
理
解
が
得
ら

れ
に
く
く
、活
動
を
進
め
る
上
で
ス
ム
ー

11
・
第
２
回
大
月
桃
太
郎
伝
説

　

扇
山
～
百
蔵
山
ト
レ
イ
ル

　

ラ
ン 

協
力

12
・
イ
オ
ン
大
月
店
（
旧
ダ
イ
エ
ー
）

　

に
地
場
野
菜
販
売
ス
ペ
ー
ス

　

設
置

1
・
体
験
民
宿
等
の
開
業
支
援

　

セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加

2
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

　

参
加

3
・
沢
井
工
務
店
と
の
協
働
で

　

県
産
材
木
製
自
転
車
ス
タ

　

ン
ド
設
置
開
始

・
初
狩
地
区
古
民
家
（
み
ど
う

　

本
陣
・
山
本
周
五
郎
生
誕
ゆ
か
り
の

　

家
）
の
活
用
を
模
索

4
・
郡
内
地
域
地
域
お
こ
し
協
力

　

隊
研
修
会
参
加
＠
小
菅
村

5
・
手
織
り
体
験
教
室
in
古
民
家

　

ツ
ア
ー

7
・
県
産
材
木
製
自
転
車
ス
タ
ン
ド

　

第
２
号
設
置
開
始

・
岩
田
邸
活
用
模
索
開
始

2016

食
右：地産地消の促進を図り、イオン大月店（旧ダイエー）に地元野菜販売コーナーを設置。現在５組の生
産者グループが出荷／左：食のグリーンツーリズムのモデルを探る「私のお酒プロジェクト」（大月短期
大学佐藤茂幸教授主催）にスタッフとして参加。（上：酒米の田植え体験、下：参加者がラベルをデザイン）
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Hayashi Atsushi

8
・
岩
田
邸
に
て
市
政
50
周
年

　

記
念
誌
「
時
を
つ
な
ぐ
街
」

　

パ
ネ
ル
展
開
催

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
財
団

　
「
セ
ブ
ン
の
森
」
誘
致
活
動

10
・
遺
伝
子
組
み
換
え
蚕
視
察
・

　

調
査（
農
業
生
物
資
源
研
究
所
）

12
・
岩
田
邸
に
て

　

机
づ
く
り
Ｗ
Ｓ
開
催

1
・
岩
田
邸
に
て

　

座
布
団
づ
く
り
Ｗ
Ｓ
開
催

3
・「
と
り
あ
え
ず
大
月
総
合

　

研
究
所
（
ツ
キ
ラ
ボ
）」
設
立
、

　

岩
田
邸
の
運
営
開
始

10
・
ツ
タ
キ
織
物
と
西
桂
町
地
域

　

お
こ
し
協
力
隊
と
の
協
働
で

　

郡
内
織
物
の
新
商
品
開
発

　

開
始

・
岩
田
邸
に
て

　
「
モ
ン
キ
ー
チ
ェ
ア
」
Ｗ
Ｓ　

　

開
催

3

大
月
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒
業

20172018
goal!

and start...

自転車客が立ち寄りやすいよう、
県産材木製自転車スタンドを沢
井工務店と協働開発。市章をモ
チーフにデザイン。市内外 10
数カ所に設置、受注生産を行う。

街道

住 左：道行く人の交流の場になるよう設置した腰掛け「モンキーチェア」。／右上：岩田邸で開催された「こ
ども会議」。市民が気軽に利用できるスペースになっている。／右下：岩殿山で登山客にふるまったイワー
バックスコーヒー。遊び心が活動の原点。

ズ
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
、
外
か
ら
の
視
点
を
持
つ

林
隊
員
だ
か
ら
こ
そ
、
柔
軟
な
発
想
と

粘
り
強
い
働
き
か
け
で
、
担
い
手
を
育

て
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
芽
が
育
ち
実
が
な
る
に
は
時
間
が
か
か

る
。こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て
い
き
た
い
」。
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酒
米
生
産
者
と
し
て
「
私
の
お

酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
携
わ
る
天

野
さ
ん
。「
林
く
ん
み
た
い
な
、

外
部
か
ら
違
う
目
で
見
て
、
一
歩

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
人
材
が

市
（
役
所
）
に
は
必
要
。
い
な
い

と
困
る
」。
大
月
に
は
資
源
が
あ

る
の
に
、
一
つ
一
つ
が
バ
ラ
バ
ラ

で
活
か
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
。
そ
れ
を
つ
な
げ
ら
れ
る
人
材

が
林
さ
ん
。
初
狩
地
区
の
古
民
家

「
み
ど
う
本
陣
」
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
組
み
込
む
提
案
を
し
た
り
、
市

外
か
ら
の「
米
づ
く
り
が
し
た
い
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
た
り
、
林

さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
モ
ノ
を

つ
な
い
で
く
れ
た
。
今
で
は
参
加

者
と
生
産
者
と
の
個
人
的
な
交
流

が
深
ま
っ
た
り
、
新
規
就
農
者
の

獲
得
に
結
び
つ
い
た
り
、
当
初
は

予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
波
及
効

果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　

天
野
さ
ん
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

大
月
の
今
後
を
考
え
さ
ま
ざ
ま
な

提
案
を
持
つ
。
そ
れ
に
対
し
て
林

さ
ん
は
単
に
賛
同
す
る
の
で
は

な
く
、
い
つ
も
現
実
的
な
意
見
を

言
っ
て
く
れ
る
。「
つ
っ
か
か
っ

て
く
る
と
こ
ろ
が
い
い（
笑
）」。

　
「
林
さ
ん
が
核
に

な
っ
て
く
れ
た
か
ら

岩
田
邸
を
活
用
で
き

た
」
と
代
表
の
中
島

さ
ん
（
写
真
右
）。
大

家
さ
ん
か
ら
地
域
の

た
め
に
岩
田
邸
を
活

か
し
て
ほ
し
い
と
い

わ
れ
て
い
た
が
、
不

動
産
業
を
営
む
中
島

さ
ん
が
片
手
間
に
出

来
る
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
も
し
林
さ

ん
が
い
な
か
っ
た
ら

こ
の
話
は
断
る
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
。

　

林
さ
ん
の
い
い
と
こ
ろ
は
「
信

念
を
曲
げ
な
い
と
こ
ろ
」。
長
い

も
の
に
ま
か
れ
ず
、
目
的
に
沿
っ

た
頑
固
さ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
闘
う
と
こ
ろ
。

　

大
月
の
人
に
は
先
輩
後
輩
な

ど
、
連
綿
と
し
た
縦
の
つ
な
が
り

が
あ
る
。
し
が
ら
み
が
あ
り
、
横

に
つ
な
が
り
を
つ
く
る
の
が
難
し

い
。林
さ
ん
は
し
が
ら
み
が
な
く
、

ぐ
い
ぐ
い
話
が
で
き
る
。
扇
子
の

要
の
役
割
を
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
「
地
域
に
は
コ
ン
テ
ン
ツ
（
モ

ノ
）
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
ス
ト
ー

リ
ー
）が
あ
る
」と
後
藤
さ
ん
。「
コ

ン
テ
ン
ツ
は
目
に
見
え
る
の
で
わ

か
り
や
す
い
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
は

地
元
に
い
る
と
気
づ
き
に
く
い
。

地
域
に
は
そ
れ
ら
が
バ
ラ
バ
ラ
に

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ

れ
を
編
む
こ
と
で
地
域
の
価
値
を

つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
林
さ

ん
。
手
放
し
て
は
い
け
な
い
人
材

だ
と
思
う
」。

林隊員ってどんな人？　

地元からのメッセージ

天野   俊一 さん 大月市酒米づくり協議会会長

中島   啓介 さん　後藤   晶 さん とりあえず大月総合研究所（ツキラボ） 代表・事務局長
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Suzuki Ryohei

鈴木　涼平　すずきりょうへい

アウトドア事業などの経験を
経て、協力隊として東京都か
ら移住。国体自転車競技での
優勝経験もあり。

点と点を結び、地域の魅力に
独立の夢を叶えた３年間

アウトドア事業

猿橋
遊覧

ペット
フード
ジビエ

シャワー
クライ
ミング

名勝猿橋、桂川の清流、四季折々の山の恵み、地域の人々。点在し

ている資源をつなげることが地域最大の魅力になる。地域に溶け込

み、アウトドア事業おこしに取り組んできた、鈴木隊員の３年間。
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4

大
月
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任　

２
日
目
に
行
政
の
仕
組
み
と
活
動
の

進
め
方
に
戸
惑
い
本
気
で
辞
め
よ
う

と
考
え
、
林
隊
員
に
さ
と
さ
れ
踏
み

と
ど
ま
る
︒

5
・
市
内
観
光
資
源
研
究
調
査

8
・
郡
内
地
域
地
域
お
こ
し
協
力

　

隊
研
修
会
参
加
＠
上
野
原
市

・
か
が
り
火
市
民
祭
り
参
加

・
ラ
ッ
キ
ー
シ
テ
ィ
ラ
ン
参
加

・「
エ
コ
の
里
」
か
ら
大
月
市
立

　

中
央
病
院
へ
ジ
ャ
ガ
イ
モ

　

運
搬
作
業
開
始

9
・
宮
谷
地
区
神
輿
参
加

10
・
町
民
体
育
祭
参
加（
宮
谷
選
手
団
）

11
・
猿
橋
遊
覧
に
向
け
大
月
市
産　

　

業
観
光
課
職
員
と
、
ラ
フ
ト

　

ボ
ー
ト
で
試
乗
調
査
を
す
る

12
・
宮
谷
地
区
か
ら
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

　

拠
点
予
定
の
梁
川
地
区
へ
引
越
す

1
・
桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　

付
近
雪
資
源
模
索

2
・
猿
橋
住
民
２
０
０
名
猿
橋
遊
覧

　

に
乗
っ
て
理
解
を
深
め
て
頂
く

活
動
３
年
目
と
な
る
２
０
１
７

年
度
は
、
真
木
地
区
の
金
の

森
山
荘
と
の
協
働
に
よ
る
シ
ャ
ワ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
企
画
開
発
に
力

を
入
れ
て
来
た
。
か
ね
て
か
ら
ア
ウ
ト

ド
ア
体
験
事
業
を
お
こ
な
い
た
い
と
考

え
、
市
内
で
最
適
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
探

し
て
い
た
。
奈
良
子
地
区
な
ど
い
く
つ

か
候
補
地
を
検
討
す
る
な
か
で
、
真
木

地
区
に
出
会
い
、
環
境
の
良
さ
に
惚
れ

込
ん
だ
。
真
木
川
の
両
側
か
ら
広
葉
樹

が
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
枝
を
伸
ば
し
、

新
緑
か
ら
紅
葉
ま
で
、
四
季
を
通
じ
て

川
に
入
っ
て
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
出

来
る
。
ま
た
、
近
隣
に
は
拠
点
と
な
る

金
の
森
山
荘
を
始
め
と
し
て
、
ガ
ラ
ス

細
工
の
工
房
や
富
士
山
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
な
ど
が
点
在
し
、
様
々
な
体
験
を

提
供
で
き
る
立
地
に
あ
る
。
ア
ウ
ト
ド

ア
体
験
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
施
設
と

連
携
す
る
こ
と
で
人
を
呼
び
、
観
光
地

と
し
て
地
域
全
体
の
付
加
価
値
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
夏
に
本
格
始
動
す
る
予

定
だ
っ
た
が
、
折
悪
し
く
直
撃
し
た
台

風
や
長
雨
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
た
。
現
在

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
や

冬
季
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
掘
り
起
こ

2016 2015
  start!

真木地区真木川の清流でシャワークライミング
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3
・
大
月
市
長
、
鳥
沢
出
身
の

　

三
遊
亭
小
遊
三
師
匠
に
猿
橋

　

遊
覧
に
乗
っ
て
頂
く

・
テ
レ
ビ
東
京「
美
の
巨
人
た
ち
」

　

撮
影
協
力

4
・「
猿
橋
遊
水
舎
」
を
立
ち
上
げ

　

猿
橋
遊
覧
の
運
航
を
開
始　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
日
曜
美
術
館
」

　

撮
影
協
力

5
・
梁
川
地
区
住
民
の
方
々
と

　

石
和
温
泉
で
懇
親
会

9
・
梁
川
地
区
神
輿
参
加

10
・
真
木
地
区「
ジ
ャ
ス
ト
ワ
ン
」

　

と
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
用
鹿
肉

　

商
品
共
同
開
発

11
・
猿
橋
遊
覧
乗
客

　

延
べ
１
２
２
９
人
（
年
）

12
・
野
良
猫
保
護
活
動

　
（
ね
こ
ね
っ
と
山
中
湖
に
協
力
）

・
山
ブ
ド
ウ
蔓
カ
ゴ
編
み

　

講
習
会
受
講

1
・
青
山
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

参
加
、「
山
羊
さ
ん
の
贈
り

　

物
」
販
売
促
進
協
力

し
、
都
市
部
へ
の
営
業
な
ど
、
金
の
森

山
荘
オ
ー
ナ
ー
と
と
も
に
、
様
々
な
仕

掛
け
づ
く
り
に
奔
走
し
て
い
る
。

任
期
後
は
「
協
力
隊
の
協
力
隊

に
な
り
た
い
」
と
語
る
鈴
木

隊
員
。
こ
の
３
年
間
を
経
て
、「
夢
は

あ
る
け
ど
お
金
も
時
間
も
な
い
」
と
い

う
若
者
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い

う
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
い
う

の
も
、
着
任
当
初
に
活
動
の
進
め
方
に

戸
惑
い
、
一
度
は
本
気
で
辞
め
よ
う
と

思
い
な
が
ら
も
、
諦
め
ず
に
活
動
の
仕

方
を
模
索
し
、
協
力
隊
と
し
て
自
身
の

夢
を
叶
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
。

　

前
職
は
青
梅
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
事
業

に
携
わ
っ
て
い
た
。
独
立
し
、
桂
川
の

清
流
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
事
業
を
行
い
た

い
と
考
え
、大
月
市
の
協
力
隊
に
応
募
。

し
か
し
、
市
内
に
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
事

業
を
行
う
事
業
体
が
既
に
あ
り
、
新
規

事
業
参
入
に
よ
る
弊
害
が
生
じ
な
い
よ

う
配
慮
が
求
め
ら
れ
、
着
任
後
半
年
間

は
思
う
よ
う
な
活
動
が
ま
ま
な
ら
な

か
っ
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
初
年
度
の
冬
。

名
勝
猿
橋
の
下
で
の
遊
覧
船
運
航
を
提

猿橋遊覧に向け試乗調査

2017
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案
し
、
市
産
業
観
光
課
職
員
に
試
乗
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
事
業
の
魅
力
が

伝
わ
り
職
員
の
理
解
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
を
機
に
、
地
元
住
民
を
対
象
に
体
験

乗
船
会
を
行
っ
た
り
、
取
り
組
み
が
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
な

か
で
、
行
政
や
地
元
住
民
の
理
解
が
一

気
に
広
が
り
、
そ
の
後
の
活
動
を
展
開

し
て
い
く
後
押
し
と
な
っ
た
。

　

現
在
は
、
猿
橋
遊
覧
に
加
え
、
真
木

地
区
で
の
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ま
た
、
農
作
物
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
を
自
ら
捕
獲
し
、
地
元
猟
師
と
連

携
し
て
「
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
ジ
ビ
エ
」
と

し
て
有
効
利
用
す
る
事
業
な
ど
、
地
元

住
民
と
の
協
働
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

自
然
資
源
を
活
か
し
た
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
。

３
年
間
の
準
備
期
間
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
事
業
お
こ
し
が

で
き
た
。「
協
力
隊
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

地
域
の
人
に
喜
ば
れ
る
こ
と
、
受
け
入

れ
ら
れ
る
こ
と
。
そ
の
上
で
事
業
お
こ

し
が
出
来
る
こ
と
」。
任
期
後
は
ま
ず

は
事
業
を
軌
道
に
の
せ
る
こ
と
が
目

標
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

2
・
新
潟
県
長
岡
市
川
口
町

　

雪
洞
火
ぼ
た
る
祭
り
ス
ノ
ー

　

ラ
フ
ト
協
力

3
・
真
木
地
区
「
金
の
森
山
荘
」

　

と
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

　

共
同
企
画
開
始

4
・「
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
ジ
ビ
エ
」

　

ジ
ャ
ー
キ
ー
を
ド
ギ
ー
パ
ー
ク　

　

で
常
設
販
売
開
始

6
・
梁
川
地
区
に
て
フ
ク
ロ
ウ
を

　

保
護
し
山
梨
県
鳥
獣
保
護

　

セ
ン
タ
ー
へ

8
・
岩
殿
山
土
砂
災
害
復
旧
活
動

　

に
協
力

10
・
Ｕ
Ｔ
Ｙ
「
山
梨
イ
マ
ジ
ン
」

　

に
紹
介
さ
れ
る

11
・
猿
橋
遊
覧
乗
客

　

延
べ
３
５
８
人
（
年
）

　
（
長
雨
の
影
響
）

12
・
岩
田
邸
に
て

　

ア
ケ
ビ
蔓
編
み
教
室
開
催

3

大
月
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒
業

 goal!
2018

and start...

「猟師涼平の鹿肉」と名付け
鹿肉を販売。杉田さん（左頁）

とのイベントへのコラボ出店
では、試食の鹿肉に惹かれ犬
が飼い主を連れて来た。持ち
つ持たれつで相乗効果を狙う。
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鈴木隊員ってどんな人？　

地元からのメッセージ

　

猿
橋
遊
覧
の
体
験
乗
船
会
で
、

地
元
猿
橋
地
区
の
住
民
に
顔
が
売

れ
た
鈴
木
隊
員
。
地
元
の
人
に
も

遊
覧
は
人
気
が
あ
り
、
回
覧
板
で

乗
船
の
希
望
を
と
る
と
、
特
に
女

性
や
お
年
寄
り
か
ら
の
希
望
が
多

か
っ
た
、
と
話
す
の
は
自
治
会
の

組
長
を
務
め
て
い
た
三
木
さ
ん
。

「
下
か
ら
見
る
と
い
う
外
か
ら
の

視
点
で
、
ほ
っ
た
ら
か
し
だ
っ
た

猿
橋
が
活
か
さ
れ
た
」「
何
事
に

も
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
る
の
が
涼

平
く
ん
の
い
い
と
こ
ろ
。
猟
友
会

に
も
入
り
、
地
域
に
溶
け
込
む
努

力
を
し
て
い
る
。
し
が
ら
み
が
な

く
、
誰
に
対
し
て
も
裏
が
な
く

オ
ー
プ
ン
に
も
の
が
言
え
る
。
い

い
と
思
っ
た
こ
と
は
ス
ト
レ
ー
ト

に
言
え
る
。
教
え
る
こ
と
も
あ
る

し
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
る
」
と
三
木
さ
ん
。

　

協
力
隊
に
よ
る
町
お
こ
し
と

は
、
事
業
お
こ
し
だ
と
考
え
て
い

る
。「
商
売
が
成
り
立
ち
、
食
べ

て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
欲
し

い
。
そ
れ
が
一
番
の
望
み
で
、
嬉

し
い
こ
と
。
ゆ
く
ゆ
く
は
同
じ
事

業
主
仲
間
と
し
て
同
じ
ス
テ
ー
ジ

で
話
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
」。

　

真
木
地
区
で
わ
ん
ち
ゃ
ん
と
飼

い
主
さ
ん
の
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
服

の
専
門
店
「
ジ
ャ
ス
ト
ワ
ン
」
を

経
営
す
る
杉
田
さ
ん
。
鹿
肉
の

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
利
用
を
目
指
す
鈴

木
隊
員
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
よ

う
な
存
在
。「（
鈴
木
隊
員
は
）
今
は

ヒ
ヨ
コ
。
自
立
し
て
も
ら
い
つ

つ
、
対
等
に
な
り
た
い
。
今
ま
で

は
公
務
員
と
し
て
縛
ら
れ
て
い
る

部
分
も
あ
り
つ
つ
守
ら
れ
て
も
い

た
。
そ
れ
が
終
わ
り
、
今
度
は
民

間
に
な
り
同
じ
土
俵
に
入
っ
て
来

る
。
し
ゃ
が
ま
な
い
と
い
け
な
い

三木   範之 さん 名勝猿橋周辺地区活性化協議会委員長

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
、
乗
り

越
え
て
民
間
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。
ペ
ッ
ト
の
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
な
ど
い
ろ
い
ろ
一
緒
に
し
て
い

け
た
ら
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
」。

　

同
じ
く
真
木
地
区
の
、
金
の
森

山
荘
の
金
森
さ
ん
。「
新
し
い
こ

と
を
や
る
こ
と
で
既
存
の
も
の
が

活
き
る
」
と
考
え
、
鈴
木
隊
員
と

タ
ッ
グ
を
組
む
。
自
ら
も
ウ
ェ
ッ

ト
ス
ー
ツ
を
購
入
し
、
と
も
に
川

に
入
り
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
て
来
た
。
こ
れ
か

ら
も
刺
激
し
あ
っ
て
い
き
た
い
。

ジャストワン代表 金森   正浩 さん 金の森山荘オーナー杉田   優子 さん
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エコの里から大月市立中央病院へジャガイモ運搬
（2015.8 〜 2016.4）鈴木・林

養蚕農家・製糸工場視察
（2015.9）林 チェーンソー講習会受講

（2016.2）林、鈴木

郡内地域協力隊研修会参加
（2015 〜 2016）林・鈴木

協力隊初任者研修参加
（2015.12）林・鈴木

市内地質調査
（2016.10）林

竹文化調査
（2015.6）林

奈良子地区では
流鏑馬行事に使う
弓矢を竹でつくり

小室浅間神社に
収めている

上野原、道志、
小菅、丹波山にて

隊員による
自主開催

安全な
間伐作業の

ために…

全国の隊員と
交流しました！

地産地消
促進を考える

きっかけに

絹産業の
現実を知る

ために… 長野県諏訪郡
松沢製糸場

さんにて

化石が
たくさん！

古民家・
空き家を

活用したい
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雪資源の活用を模索
（2016.1）鈴木

アケビ蔓ランプシェードづくりワークショップ開催
（2017.12）鈴木、林

小型車輌系建設機械特別教育
受講（2016.2）鈴木

みどう本陣の活用調査
（2016 〜）林

住民の方と石和の温泉施設にて懇親会
（2016.5）鈴木

登山道ハチ駆除
（2017.9）鈴木

写真で振り返る
活動のひとコマ

協力隊の日々

活動のひとコマ

Hayashi Atsushi & Suzuki Ryohei

こんなことも

してきました

必要な
資格取得

冬こそ
資源発掘の

チャンス

梁川地区の
みなさんと

地域の
困りごとの

お手伝い

山の資源を
活かしたい
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